






要 約 

 発達期硝子体線維の特性を把握する目的で主としてネガティブ染色により生後3日白色

ウサギの硝子体線維を電子顕微鏡的に観察し成熟白色ウサギ,成人のそれと比較した。硝子

体線維はいずれもⅡ型コラーゲンと考えられ生後 3日の白色ウサギ硝子損にはコラーゲン

の生成過程において会合初期の線維と推定される線維が多量に見出された。これらの幼若

コラーゲンは環境因子の変化により他の形のコラーゲンを形成することが考えられ発達期

硝子体の関与する各種疾患の病態を考える上で重要な所見である。 


